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1．　はじめに

箪描は、郵｛磁気記＄飢おけるスペーシング損失o）棊木的な特性に

ついて既に報告した0’2｝。しかし実際のフレキシブル垂直磁気ディスク

装置で0）、記録再生時におけるヘッド・媒休醐の絶対スペーシング購と

記録再生特姓の関連を明らかにすることも実用ト必要であると考え、光

学干渉法：Dにより記録再生を行いながら実時閲でサプミク1コン領域のス

ペーシング母を測定することを試みた。

2．　瀞1定’方セ去

　図1に渕定装潰o）構成1還1を示す。対物レンズを通して単磁極ヘッドの

主磁極へ照射された単色光は、透明な結晶化ガラスで作られた主磁極ホ

ルダーを通過した後、主磁極先端と媒体表面で反射され、それらのlll1で

干渉する。この干渉縞模様を白黒テレビカメラで撮像し、中心付近での

干渉光強度分布を輝度信号から取り出して、文献3の手法によりスペー

シング分布を計算する。試作した測定システムでの測定精度は、±0．Ol

μmである。単磁極ヘッドに補助磁極励‘長髭形のものを用いれば、同時に

誘己禰生榊1…｛、淑い腱できる．本実験では・主‘銭極膜の1物｛｝・3μ・n・1’

ラ。ク幅2｛】0μmの綱」磁櫛加膨単磁極へ・ドとC・く⊃・／NトF・二膚

媒体を懐用した。

3，　測定年占果

　図2は、相対速度2m／sで媒体を走行させた時の干渉縞の様子で、主
る蜥脚影槻られる。1映部の暗い齢線・）位置で・・トラ・ク幅加　ドご’“9

へ0）スペーシング分布を図3に示す。主磁極の幅200μmにわたりほぼ

均一に、　1〕．055μmのスペーシングで接触していることがわかる。図4

に、主磁極を媒体に対して微小角度傾けて主磁極膜と媒体間のスペーシ

ング購dを変化させた2》ときの記録轡度特惟の一例を示す。図中のスペ

ー
シング0）値は同時に光学干渉法で渕定したものである。さらに表面性　図2

。）良い媒体を川いれば、最小スペーシング職03μm苓呈度が実現できる

　ことも本測定法で舶i認した。

4．　むすび

　従来、光・隅椥こよるスペーシングの測定では・へ・ド…長たは媒体の

　どららか一ノ野を透明な材質のダミーに置き換える必要があったために、

実際の記録再生時のヘッド・媒体の接触状態を測定することは困難であ

　った。本報告では、車磁極ヘッドとCo－Cr媒体の組合せによる垂直磁気

　記録において、本測定法により記録再生時のスペーシング縦を精度良く

測定できることを示した謙た本方法を用いるとへ・ドと媒体゜）撚虫状

態｛，観察できる・）で、媒体の表顧i性・へ・ド先端形状・へ・ド゜媒体の

　支持方法、および塵埃などと、スペーシング量や耐久性、および損傷過

　程との関連を検1蓄・｝するのにも有効である。
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図3　スペーシング分布
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　　　　図4　紀録密度特性
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